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国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構保有特許

ボーリング孔内の深度方向に所定の間隔で設置される複数の観測用パッカーにて多段に区分けされた各
区間のうち、採水対象区間の地下水の水質を観測するとともに採水が可能で、かつ、採水時も採水対象
区間を含むすべての区間の間隙水圧を連続して測定できる。

技術的特長

１．本発明による地下水のモニタリング装置及びモニタリング方法によれば、ボーリング孔内の深度方向に
所定の間隔で設置される複数の観測用パッカーにて多段に区分けされた各区間のうち採水対象区間
の地下水の水質を観測するとともに採水が可能で、かつ、採水時も採水対象区間を含むすべての区間
の間隙水圧を連続測定することができる。

２．採水対象区間の間隙水圧測定結果より透水係数を算出することができる。

発明の効果

地盤内の地下水の流動状態を調査する分野で活用される

（1）地下水モニタリング作業

本特許の活用用途
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【図１】に実施例の地下水のモニタリング装置１をボー
リング孔３内に設置した状態を示す模式断面図を示す。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

１．採水対象区間の深度が深くなると、孔内圧力及び
パッカー圧力に影響を与え、孔内及び周辺地盤の
環境を乱してしまう。

２．採水時に減圧されることによって地下水中に含まれ
ている気体成分が分離してしまう。

３．採水容器内の圧力と採水対象区間の孔内圧力との
差を小さくするために、採水容器内に予め窒素ガス
を圧入しておくと、地下水中の成分が窒素ガスと反
応する可能性があり、採水容器内の水質を分析して
も本来の地下水の成分を把握できない可能性があ
る。

４．モニタリング装置では、採水時に採水対象区間の圧
力センサを圧力伝達管の外に搬出し、採水終了後
に再び圧力伝達管内に設置するために、採水作業
以外の付帯作業に手間及び時間がかかる。

５．採水対象区間を除いた他区間は、採水中も間隙水
圧が測定できるが、採水対象区間は、採水手段が
圧力センサを備えていないために採水直前、採水中
及び採水直後に間隙水圧の測定ができない。

６．水質と水圧を同時にモニタリングする技術について
も実現されていない。

従来の問題点

【図１】
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1：モニタリング装置
3：ボーリング孔
5：孔壁保護用ケーシングパイプ
7：観測用パッカー
9：圧力測定手段
11：連結管
13：採水用ケーシングパイプ
15：採水手段
16：解析手段（＝ＰＣ）
17：圧力伝達管
19：水圧センサ
21：間隙水圧測定装置
23：データロガー

25：連結管用バルブ
27：スイッチ
31：下部側採水用パッカー
32：採水口
33：上部側採水用パッカー
35：採水ポンプ
36：採水容器
37：水質測定装置
41：ナイロンチューブ
43：ノッチタンク
59：モニタ
Ｓ：区間
ＷＳ：採水対象区間


